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株主の皆様へ

　当第2四半期連結累計期間における世界経済は、米国では設備
投資が緩やかに増加し、個人消費も回復傾向であること等から景
気は着実に回復が続いております。欧州では個人消費が増加して
おり、輸出において持ち直しの動きがみられ景気は緩やかに回復
しております。アジアでは中国において個人消費が堅調に増加し、
輸出が拡大する等景気は持ち直しの動きが続くものと見込まれて
おり、日本では個人消費及び設備投資が高い伸びを示すほか、
輸出の持ち直しによって、緩やかな回復が続いております。
　当社グループが属する自動車業界においては、タイでは輸出台
数が減少しているものの、一方で国内販売台数は好調を維持して
おります。中国では乗用車の生産及び販売の伸び率が鈍化したも
のの、商用車は引き続き好調を維持しております。日本では新車
販売台数が堅調に推移しているものの、今後において買い替え需
要の減少が見込まれており、先行き不透明な状況となっております。
　このような状況のもと、当社グループは、持続的な企業成長に
向けた「丸順構造改革プラン」推進の最終年度として総仕上げ
を行っているほか、中長期的な成長に向けた取組みも順調に推進
しております。
　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は23,123百
万円（前年同四半期比20.5％減）、営業利益は1,687百万円（前
年同四半期比128.0％増）、経常利益は961百万円（前年同四半期
は94百万円の経常損失）、親会社株主に帰属する四半期純利益は
276百万円（前年同四半期は13百万円の親会社株主に帰属する
四半期純損失）となりました。
　なお、早期に経営状況の健全化を目指すという観点から、誠に
遺憾ながら年間配当は無配とさせていただきます。事業構造改革
をさらに加速し、早期に復配できるように努めてまいりますので、
ご理解賜りますようよろしくお願い申しあげます。

北米事業撤退により減収となったものの、
全利益段階で黒字化を達成

ご挨拶 　平素は格別のご高配を賜り、厚く
御礼申しあげます。
　さて、このたび当社第60期第2四
半期（2017年4月1日から2017年9
月30日まで）を終了いたしましたの
で、営業概況及び第2四半期決算の
ご報告を申しあげます。
　株主の皆様におかれましては、今
後とも一層のご支援ご鞭撻を賜りま
すようお願い申しあげます。

 2017年11月

連結業績の概況

代表取締役社長　齊藤　浩　
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トピックス

　当社は、世界で初めて冷間プレス加工で1180MPaの超高張力
鋼板でのセンターピラー外板部品の量産化に成功し、2017年9
月1日発売の本田技研工業株式会社の新型「N-BOX」に採用さ
れました。当社は、成形難易度は高いものの、生産性及びコスト
面等から冷間プレス加工の優位性を見出し、本田技研工業株式
会社、株式会社本田技術研究所及び新日鐵住金株式会社との共
同取り組みを実施いたしました。また、当該部品の加工について
は、65年間培われてきた金型ノウハウをベースに、成形シミュレ
ーションを活用すると共に、シワの発生防止のため材料を拘束し
て加工するロックベンド技術やプレス機負荷を考慮し段階的に加
工する浅絞り工法等のオリジナ
ル加工技術を開発し、成形難易
度の高い冷間プレス加工に対応
しております。
　今後も超高張力鋼板の冷間プ
レス加工を追求し、業界でオンリ
ーワンの地位確立を目指します。

　当社は、自動車用バッテリーケース関連部品の生産を埼玉県と
岐阜県にある２工場から養老工場（岐阜県大垣市）に集約してお
ります。養老工場は高品質なミッション部品等を生産する精密部
品専用の工場でありましたが、今後さらにバッテリーケースの需
要増加が見込まれるため、生産効率向上の観点から同工場へ集
約いたしました。既存設備の活用による投資額の抑制及びレイア
ウトの工夫等により要員及び工数も削減しております。
　自動車電動化については中国を中心に世界各国で規制や方針
が発表され、急速に電動化関連部品市場が拡大するものと考え
ており、当社としてもバッテリー事業は今後成長が見込まれる重
要な事業と位置付けております。グル
ープ全体での展開も視野に入れ、中
国拠点でもバッテリー関連部品の生産
を開始しておりますが、マザー工場で
ある日本でバッテリー事業を確立さ
せ、国内外での販路拡大を図ってまい
ります。

バッテリー事業の生産効率化の取り組み  
 

Topics
2

世界初！ 冷間プレス加工で超高張力鋼板の
外板部品を量産化

Topics
1

養老工場（バッテリー部品溶接ライン）

本田技研工業株式会社「N-BOX」

センターピラー
外板
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セグメント別業績
セグメント別売上高（第2四半期）                （単位：百万円）

【
タ
イ
・
マ
ル
ジ
ュ
ン
社
】

タ
イ

　タイにおいては、部品事業における売上が堅調に
推移したことに加え、経費削減等の製造原価低減の
取組みにより、損失は減少したものの、エンジニア
リング事業における専用設備の販売が大幅に減少し
たことにより、全体としては売上高、利益共に減少
いたしました。
　以上の結果、売上高は4,083百万円（前年同四半
期比7.2％減）、経常損失は208百万円（前年同四半
期は156百万円の経常損失）となりました。

減収減益

【
株
式
会
社
丸
順
】

丸 
順

　丸順においては、部品事業における主要客先の大
幅な増産影響により、売上高は増加いたしました。
また、「丸順構造改革プラン」の着実な推進の結果、
特に部品事業の収益が大幅に改善されたことにより、
利益は増加いたしました。
　以上の結果、売上高は6,344百万円（前年同四半
期比6.3％増）、経常利益は510百万円（前年同四半
期比214.6％増）となりました。

増収増益

【
広
州
丸
順
汽
車
配
件
有
限
公
司
】

広 

州

　広州においては、エンジニアリング事業における
専用設備の販売等が減少したものの、部品事業にお
ける主要客先の増産影響に加え、外注加工の社内取
り込み等による製造原価低減の取組みにより、売上
高、利益共に増加いたしました。
　以上の結果、売上高は8,727百万円（前年同四半
期比6.8％増）、経常利益は721百万円（前年同四半
期比89.5％増）となりました。

増収増益

5,968 6,344

4,083

8,727

4,218

1,650

4,400

8,175

3,213

1,697

丸順 タイ 広州 武漢 四輪販売

■ 2017年3月期 　  ■ 2018年3月期
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セグメント別経常損益（第2四半期）             （単位：百万円）

【
武
漢
丸
順
汽
車
配
件
有
限
公
司
】

武 
漢

　武漢においては、主要客先の大幅な増産影響を受
けたことに加え、購入費を中心とした取組み等によ
り製造原価の増加を抑制し、売上高、利益共に増加
いたしました。
　以上の結果、売上高は4,218百万円（前年同四半
期比31.3％増）、経常利益は239百万円（前年同四
半期は36百万円の経常損失）となりました。

増収増益

【
株
式
会
社
ホ
ン
ダ
四
輪
販
売
丸
順
】

四
輪
販
売

　四輪販売においては、中古車販売台数が減少した
ものの、新車販売台数の増加により売上高はほぼ横
ばいとなりました。また、新車販売台数の増加影響
及びサービス提案等の粗利向上の取組み等により、
利益は増加いたしました。
　以上の結果、売上高は1,650百万円（前年同四半
期比2.8％減）、経常利益は61百万円（前年同四半期
比883.3％増）となりました。

減収増益

162

510

△208△156

721

239

61

380

△ 36

6

丸順 タイ 広州 武漢 四輪販売

■ 2017年3月期 　  ■ 2018年3月期

〈 セグメント別売上高構成比率 〉

■ 丸順･･････････････25.3%
■ タイ･･････････････16.3%
■ 広州･･････････････34.9%
■ 武漢･･････････････16.9%
■ 四輪販売 ･･･････････6.6%

丸順

タイ広州

武漢

四輪
販売
四輪
販売
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経常利益 

売上高 

営業利益 

連結決算ハイライト

2016年
3月期

2017年
3月期

2018年
3月期

■ 第2四半期 　  ■ 通期  （単位：百万円）

35,173 67,404

55,483

43,000（予想）

29,069

23,123

23,123百万円　●　前年同四半期比  

2016年
3月期

2017年
3月期

2018年
3月期

■ 第2四半期 　  ■ 通期  （単位：百万円）

859

1,931

2,000（予想）

△94

961

169

961百万円　●　前年同四半期比  

2016年
3月期

2017年
3月期

2018年
3月期

■ 第2四半期 　  ■ 通期  （単位：百万円）

589 1,875

2,681

3,000（予想）

740

1,687

1,687百万円　●　前年同四半期比  
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総資産・純資産 

1株当たり親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益 

親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益 

2016年
3月期

2018年
3月期

■ 第2四半期 　  ■ 通期  （単位：百万円）

△3,036 △2,591

1,000（予想）

2017年
3月期 1,711
△13

276

276百万円　●　前年同四半期比  

2016年
3月期

2017年
3月期

2018年
3月期

（第2四半期）

■ 総資産 　  ■ 純資産  （単位：百万円）

47,015

46,618

6,942

53,2415,956

7,943

46,618百万円・7,943百万円

2016年
3月期

2018年
3月期

■ 第2四半期 　  ■ 通期  （単位：円）

△346.40 △295.61

96.55（予想）

2017年
3月期 195.22

△1.52

28.70

28.70円　●　前年同四半期比  
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四半期連結貸借対照表（要旨） 

四半期連結財務諸表

資産の部

負債・純資産の部

47,015 46,618

流動資産
22,725

有形固定資産
22,539

無形固定資産
182

固定資産
25,577

無形固定資産
164

固定資産
23,892

2017年3月31日 2017年9月30日

 （単位：百万円）

有形固定資産
24,336

投資その他の資産
1,058

投資その他の資産
1,189

流動資産
21,437

47,015 46,618

流動負債
26,395 

固定負債
12,279 

負債
40,072

負債
38,675

2017年3月31日 2017年9月30日

 （単位：百万円）

固定負債
9,752

純資産
6,942

純資産
7,943 

流動負債
30,319
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四半期連結損益計算書（要旨）
                              2017年4月1日～2017年9月30日

 （単位：百万円）売上原価
19,486

販売費
及び
一般管理費
1,948

営業外
収益
35

特別利益
21 法人

税等
297

四半期
純利益
444

親会社
株主に
帰属する
四半期
純利益
276

非支配
株主に
帰属する
四半期
純利益
167

特別損失
240

税金等
調整前
四半期
純利益
741

営業外
費用
761

売上高
23,123

営業利益
1,687

経常利益
961

四半期連結キャッシュ･フロー計算書（要旨）
                              2017年4月1日～2017年9月30日

 （単位：百万円）

現金及び
現金同等物
の期首残高

営業活動
による
キャッシュ・
フロー

投資活動
による
キャッシュ・
フロー

財務活動
による
キャッシュ・
フロー

現金及び
現金同等物
に係る
換算差額

現金及び
現金同等物
の四半期末
残高

7,573
8,207

3,130 △1,332

△1,155
△8
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会社の概要（2017年9月30日現在）

代表取締役社長 齊藤　　浩
常 務 取 締 役 青山　秀美
取 締 役 猪熊　篤俊
取 締 役 松井　恒夫
取 締 役 棚橋　哲郎
取 締 役 湯川　好春
取 締 役 上田　勝弘
常 勤 監 査 役 馬淵　　仁
監 査 役 水谷　博之
監 査 役 堀田　政道
執 行 役 員 山本　哲也
執 行 役 員 林　　和英
執 行 役 員 山﨑　英次
執 行 役 員 森　　和行
（注）	1.取締役	上田勝弘氏は、社外取締役

であります。
	 2.常勤監査役	馬淵仁氏、監査役	水

谷博之氏は、社外監査役であります。

会社概況

事業拠点

役員
商号
株式会社　丸順
（英文社名：MARUJUN	CO.,	LTD.）
創業
昭和27年7月
（創業者：今川　順夫）
設立
昭和35年1月
資本金
1,198百万円
事業内容
自動車用車体プレス部品の製造
自動車用精密プレス部品の製造
各種金型の設計・製作
治具・検査具の設計・製作
自動車の販売・サービス
従業員数
314名（連結2,486名）
　

本社・上石津工場　　　　
岐阜県大垣市上石津町乙坂130-1
浅西工場　　　 　　
岐阜県大垣市浅西3-22-22
養老工場　     　　
岐阜県大垣市上石津町牧田2947-1
埼玉工場　　　 　　
埼玉県鶴ヶ島市三ツ木新町2-5-23
栃木開発センター　
栃木県宇都宮市ゆいの杜1-5-40	
とちぎ産業交流センタービル202号室
㈱ホンダ四輪販売丸順（子会社）
岐阜県大垣市新田町2-1234

広州丸順汽車配件有限公司（子会社）
中華人民共和国広東省広州市
広州経済技術開発区永和経済区
永盛路8号

武漢丸順汽車配件有限公司（子会社）
中華人民共和国湖北省武漢市
東湖新技術開発区光谷一路223号

タイ・マルジュン社（子会社）
NONG	KHAE	INDUSTRY	ESTATE	BAN	
NONGSAMAK	62	MOO-6,	KOKYAE,	NONG
KHAE,	SARABURI	18230,	THAILAND

ベステックス・ＭＭ・インディア社（出資会社）
SPL-2B,TAPUKARA	INDUSTRIAL	AREA,	KHUSHKHERA,
DISTT.	ALWAR,	RAJASTHAN-301707,	INDIA
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（注）  当社は、自己株式128株を保有しております。持株比率は、自己株式を控除して計
算しております。

株主名 持株数 (株) 持株比率 (％)

東プレ株式会社 2,070,700 19.99
今川喜章 1,026,670 9.91
本田技研工業株式会社 988,950 9.55
今川順夫 479,570 4.63
太平洋工業株式会社 463,950 4.48
名古屋中小企業投資育成株式会社 371,000 3.58
今村金属株式会社 336,400 3.25
株式会社三菱東京UFJ銀行 325,000 3.14
株式会社大垣共立銀行 300,000 2.90
有限会社イマガワ 300,000 2.90

株式数及び株主数

株式の状況

大株主の状況

株式数構成比

発行可能株式総数	
39,000,000株

発行済株式の総数
10,357,200株
（自己株式128株含む）

株主数
778名

　

個人・その他外国人　
0.37% 38.47%

証券会社　

発行済
株式の総数
10,357,200株

1.86%
自己名義株式

0.00%

その他
国内法人　
49.87%

金融機関
9.43%

株価チャート

4月
2016年 2017年

5月 6月 7月 8月 9月10月 11月 12月 1月 2月 3月

800

1,000

（株）

400

600

200

出来高

（円）株価（月足）

900,000

600,000

300,000

0

タイ・マルジュン社（子会社）
NONG	KHAE	INDUSTRY	ESTATE	BAN	
NONGSAMAK	62	MOO-6,	KOKYAE,	NONG
KHAE,	SARABURI	18230,	THAILAND
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事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定時株主総会 毎年6月

基準日　期末配当
　　　　中間配当

毎年3月31日
毎年9月30日

定時株主総会基準日 毎年3月31日

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

郵便物送付先 〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
電話　0120-782-031（フリーダイヤル）
取次事務は三井住友信託銀行株式会社の本
店及び全国各支店で行っております。

●	 住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について
	 株主様の口座のある証券会社にお申出ください。なお、証券会社に
口座がないため特別口座を開設されました株主様は、特別口座の口
座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

●	 未払配当金の支払について
	 	株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

本株主通信は、環境保全のため 
「植物油インキ」で印刷しています。

株主メモ

株主・投資家情報をはじめとす
るIR情報から技術の紹介など
様々な会社情報を随時掲載して
おります。ぜひ、当社ホームペ
ージをご覧ください。
当社ホームページURL
http://www.marujun.co.jp/

ホームページ
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